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民間の建築物（非住宅や集合住宅）における更なる木材利用を推進するため
には、全国に木造建築に取り組める設計者や施工者、木材コーディネーター（フ
ァブリケーター）を増やすことが重要となっています。

本事例集は、これまで木造建築に取り組んでいない設計者や施工者が木材を
どのように調達し、どのようなスケジュールで準備を進めればよいかがわかる資
料として、ウッド・チェンジ協議会のメンバーや地方自治体が関わった実物件の
事例を中心に取りまとめています。

本事例集が、民間の建築物の木造化を進める設計者や工務店、地方ゼネコン
の皆様の一助となれば幸いです。
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木材調達のスキーム

県内木材調達の助言・関係者調整
（福岡県木材利用促進協議会)

木材生産
・加工

（㈱堤木材）

 既成した⽊材供給体制を⽣かすことで、調達期間は短くできた。
 プレカットも、在来軸組プレカット機械で製作可能な平⾏弦トラス（通称︓⼤分ト
ラス）を採⽤することで、同規模の鉄⾻造が要する製作期間（1ヶ⽉弱）より短く
3週間弱で準備できた。

スケジュール

２年目１年目

医療法⼈博愛会 頴⽥病院 在宅医療センター（福岡県）

⽤ 途︓病院（医療事務所）
建築主︓医療法⼈博愛会
設計者︓㈲⼤野建築設計事務所
施⼯者︓神崎建設㈱
構 造︓⽊造（2階建）
竣⼯⽇︓令和5年10⽉
延床⾯積︓382.4m2

⽊材利⽤量︓76m3

樹 種︓スギ︓柱・梁・トラス、ヒノキ︓⼟台
（いずれも福岡県産材）

活⽤した補助︓無

施設の概要

外観はごく一般的な鉄骨造と大差はないが、内部は7mスパンを
105角の住宅用流通製材と在来軸組プレカットで製作した平行弦
トラス（大分トラス）で実現した。

 従前のように、⾮住宅⽊造の個別案件ごとに3者連携による協議会を組織して特注材を供給する体制は、県内の⽊材供給事業者にとって
通常の⽣産・流通品が住宅⽤流通製材であるため、経営的なリスクだと捉えられ、⽊造ビル普及へ思うように舵を切れなかった。

 上記の課題解決のため、住宅⽤流通製材を活⽤し、特注材・複雑なプレカットを多⽤しない中規模⽊造ビルの建築モデル「モク三ビルモ
デルプラン」を策定。県外の供給⼒に多くを依存せず、福岡県内に既成した⽊材供給体制を⽣かすことが可能になった。

ポイント

製材

施工

• 医療従事者
のアメニ
ティ充実を
図るため、
癒しの環境
を求めたい

建築主の希望

建築主
（（医）博愛会）

設計者
（㈲大野建築設計事務所）

③業務依頼

①住宅用流通製材を活用した
中規模木造ビルの建築モデル

策定参画

モデルプラン方式

木材コーディネーター
（㈱ｱｷﾔﾏｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ）

施工者
（神崎建設㈱）⑥工事発注

⑨競売

実施設計

同社プレカット
〈在来軸組系〉

プレ
カット

モク三ビルモデルの策定
（NPO法人モクラボ九州人）

原木市場
（福岡県森連
浮羽事業所）

福岡県
の森林

県
内
に
既
成
し
た

木
材
供
給
体
制

協力

②設計委託

同社製材

⑤設計支援

④供給調整

⑦木材発注

⑩プレカット納品

⑧工事監理

運営関与
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木材調達のスキーム

 地域の⽊材供給体制と⼤⼿プレカットメーカーが併⽤しても混乱なく、従前モデル
と同様な調達期間に納めることができた。

 芯去材組⽴柱や⼤分トラスの⽣産・加⼯は地域の⽊材産業が、その他の軸組材等は
⼤⼿プレカットメーカーが、得意な分野を担当して、供給の円滑化を図った

スケジュール

２年目１年目

メモリードホール嘉⿇（福岡県）

⽤ 途︓集会場（葬祭場）
建築主︓㈱メモリード
設計者︓㈲⼤野建築設計事務所
施⼯者︓㈱瑞建⼯務店
構 造︓⽊造（平屋建）
竣⼯⽇︓令和7年10⽉
延床⾯積︓417.3m2

⽊材利⽤量︓78.7m3

樹 種︓スギ︓柱・梁・トラス、ヒノキ︓⼟台
活⽤した補助︓無

施設の概要

9mスパンの住宅用流通製材による平行弦トラス（大分トラス）を
40上以上の大径木からつくった240角の芯去材組立柱が支える。
近い将来３層積上げた延1,000m2のモク三ビル受注を目指す。

 福岡県内に既成した⽊材供給体制を⽣かす「地域関与推進」の展望は⾒えてきたが、現⾏のモク三ビルモデルでは⾮住宅⽊造の潜在需要
（福岡県内の⽊造転換可能なS造（事務所・店舗・倉庫・作業所）︓年約1,000棟、延1,000m2/棟）に追従できないと分かってきた。

 本件は上記の建物規模ではないが、近い将来に要求される⽣産・施⼯の技術と⽊材供給を地域に根付かせる「地域実装」に取り組んだ。
 芯去材組⽴柱は、次期モデルの中核技術(別紙)に位置付けて導⼊した。⼤径⽊の積極的活⽤と3階建相当の荷重外⼒対応を同時に満たす。

ポイント

市場
調達

施工

• 地域に親しま
れ、故⼈を安
らいで⾒送る
ことができる
建築物を建て
たい

建築主の希望

実施設計

プレ
カット

県内木材調達の助言・関係者調整
（福岡県木材利用促進協議会)

建築主
（㈱メモリード）

設計者
（㈲大野建築設計事務所）

③業務依頼

①住宅用流通製材を活用した
中規模木造ビルの建築モデル

改善に参画

モデルプラン方式

木材コーディネーター
（㈱ｱｷﾔﾏｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ）

施工者
（㈱瑞建工務店）⑥工事発注

⑨競売

モク三ビルモデルの市場対応化
（NPO法人モクラボ九州人）

原木市場
（福岡県森連
浮羽事業所）

協力

②設計委託

⑤設計支援

④供給調整
技術支援

⑦木材発注

⑪納品

⑧工事監理

運営関与

木材供給
（㈾藤木製材所）

大手プレ
カット

〈在来軸組系〉

（㈱ワイテック）

一般
流通材

木材生産
・加工

（㈱堤木材）

同社プレカット

同社製材

⑧発注 ⑩県産材納品

⑧発注

⑩納品

大径
木 製材

プレ
カット

芯去材組立柱、大分トラス（福岡県産材）

その他軸組材等（一般流通材）

⑨購入
素材生産業者
（福岡県広域
森林組合） 福岡県

の森林

大径木
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モク三ビル R1モデル
延床面積 500m2、3階建

需要拡大へ
ブラッシュ
アップ

大分トラス
主に 105 角を用いる規格トラス

芯去材組立柱
大径木からの芯去材で生産する大断面材

モク三ビル 1500 モデル
延床面積 1,500m2、3階建

福岡の産業基盤の現状 (Seed) に合わ
せて、住宅用流通製材による非住宅
の木造建築物を実現させるために開
発したモデルプラン

福岡・九州の非住宅木造の潜在市場
内で想定される延 1,500m2 規模を九
州の生産基盤で実現し、市場の安定
シェア獲得を目指す。

根幹を成す既成の技術ストック

地域の問題点 他で開発済みの技術ストックを、地域で利用するスキルが備わっていない

地域実装 地域産業への「包摂的な育成」の実施

地域関与と安定シェア獲得を目指すモデルプラン・関連技術ストックの検討・マニュアル化等供給向の取組み：
同モデルを地域で素材調達から木材生産・加工、設計・施工まで一貫する育成プログラムの構築
相談窓口を通じた「地域関与が深まる意義」を PRし、木材利用促進の醸成を図る需要向の取組み：

パネルログ
住宅用材から外れた木材の再利用
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木材調達のスキーム

県内木材調達の助言・関係者調整
（福岡県木材利用促進協議会)

木材生産
・加工

（㈱堤木材）

 福岡県産の製材JASであれば、地域の原⽊市場（福岡県森連浮⽻事業所等）から
県産原⽊を調達し、蒸気⾼周波複合式乾燥によりJAS機械等級区分構造⽤製材を⽣
産する供給体制は既に整っているため、このサプライチェーンを活かせば、福岡県
で想定される潜在需要の規模（延 約1,000m2/棟）の調達は、⼯期に影響を及ぼさ
ず、県産製材JASを供給できる。

スケジュール

２年目１年目

堤⽊材 ⽊造倉庫（福岡県）

⽤ 途︓倉庫（⽊製品保管）
建築主︓㈱堤⽊材
設計者︓㈱ｱｷﾔﾏｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ
施⼯者︓㈱堤⽊材
構 造︓⽊造（平屋建）
竣⼯⽇︓令和8年1⽉
延床⾯積︓231.49m2

⽊材利⽤量︓39.1m3

樹 種︓スギ︓柱・梁・トラス、ヒノキ︓⼟台
活⽤した補助︓JAS構造材実証⽀援事業

施設の概要

9mスパンを105角の住宅用流通製材と在来軸組プレカットで製作
した平行弦トラス（大分トラス）で実現する。またモク三ビルの
構造躯体をイメージするショールームにもなる。

 福岡県内に既成した⽊材供給体制を⽣かす「地域関与推進」の展望は⾒えてきたが、⾮住宅⽊造の案件では依然複雑な3Dプレカットや
県外しか⽣産できない⼤断⾯集成材が要求されるため、県内の製材JASは利⽤が少なくてJAS格付量も微増にとどまっている。

 本件は規模こそ⼩さいが、県産製材JASの⽊材供給体制をフル活⽤するショールームとして建設し、意欲的な設計者、施⼯者、林業・⽊
材産業関係者へ周知して共に販促する仲間を増やし、地域の事業者で⾮住宅⽊造の潜在需要からシェア獲得を⽬論んでいる。

ポイント

市
場

調
達

施工

• 県外に持ち出
される製材
JASの需要を
福岡県内の製
材JAS供給体
制でカバーで
きるようにな
りたい。

建築主の希望

実施設計

プレ
カット

設計者

①住宅用流通製材を活用した
中規模木造ビルの建築モデル

改善に参画

モデルプラン方式

木材コーディネーター

⑨競売

モク三ビルモデルの市場対応化
（NPO法人モクラボ九州人）

原木市場
（福岡県森連
浮羽事業所）

協力

②設計委託

④供給調整
技術支援

⑪納品

⑧工事監理

運営関与

同社プレカット

同社
製材JAS
認証工場

⑩県産JAS納品

福岡県
の森林（㈱ｱｷﾔﾏｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ：兼務）

（㈱堤木材：兼務）

建築主

施工者

確認申請審査

2ヶ月弱、構造計算あり

製
材
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支援事例

埼⽟県の事例

⽤ 途︓町役場庁舎
構 造︓⽊造（地上２階）
竣 ⼯ ⽇︓令和５年２⽉
延 床 ⾯ 積 ︓2,403.73m2

⽊材利⽤量︓765m3（うち⼩⿅野町産材522m3）
樹 種︓スギ・ヒノキ

建築実績

 埼⽟県では、公共施設等での⽊材利⽤を促進するため、市町村や⺠間事業者を対象に、⽊造化に係る技術的アドバイスや県産⽊材の調達
⽅法等について助⾔する「埼⽟県⽊造建築技術アドバイザー制度」を運⽤

 林業事業体や製材・プレカット業者、設計事務所、⾏政職員など幅広い分野の⼈材をアドバイザーとして登録し、官⺠連携のもと、⽀援
体制を構築

アドバイザー制度のスキーム

埼玉県森づくり課
（事務局を外部団体に委託）

埼玉県木造建築技術
アドバイザー

企画者
（市町村、民間事業者）

申込内容に応じ、
派遣アドバイザーを選定

申込

アドバイス 質疑・相談

外観 庁舎１階

木材管理・
原木調達

（小鹿野町木材供給
共同企業体）

工事発注

製材加工発注

プレカット・
施工

（新庁舎建設業者）

発注者
（小鹿野町）

森林組合 小鹿野町内製材所
（粗挽製材・板材加工）

郡内製材所
（人工乾燥・JAS製材格付）

隣接地域生産体制
（板材加工/

集成加工JAS格付）

木材調達発注

町有林間伐発注

引渡

原木生産

木材供給

納品

小鹿野町有林

相談内容：建て替える町役場に町有林の木を使いたいが、調達方法が判らない。
対 応：材工分離の発注方法に詳しいアドバイザーを派遣

アドバイス

町有林伐採の様子
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⽤ 途︓集合住宅
構 造︓⽊造（地上６階︓２棟 地上７階︓１棟）
竣⼯⽇︓令和７年３⽉
延床⾯積︓6,904m2（2,268㎡︓２棟、2,368㎡︓１棟）
⽊材利⽤量︓1,670m3（約９割が県産材）
樹 種︓スギ（県産材）、カラマツ
活⽤した補助︓優良⽊造建築物等整備推進事業補助⾦

建築実績

パッシブタウン第５街区 外観（左） 内観（右）

 富⼭県では、県産材を供給する素材⽣産業者（川上）の出材情報や、ストックヤードの在庫量等の供給情報と、製材⼯場等（川中）が求
める県産材の需要情報を共有し、需給マッチングを円滑化するとともに、建設会社や⼯務店（川下）の県産材需要に応える体制を整備し
、川上から川下までの需給情報をワンストップで提供する窓⼝として、平成30年度に「とやま県産材需給情報センター」を開設。

 集合住宅の⽊造化にあたり、積極的に地域材を活⽤したいとの意向があったYKK不動産（株）に対し、県内25ヶ所からの伐採⽊の集荷か
ら、県内の19社の製材業者等におけるラミナ製材・乾燥・ CLT⼯場等への県産材1,480ｍ3（素材⽣産4,110ｍ3）の円滑な供給や調整を
とやま需給情報センターが中⼼となって⾏った。

支援のスキーム 木材調達体制の事例

建築主

YKK
不動産
㈱

木材コーディネーター
（とやま県産材

需給情報センター）

設計者
HK ARCHITEKTEN（
株）竹中工務店

施工者
(株)竹中工務店

①設計・
施工発注

②基本設計時から
相談・情報提供

ラミナ製造
（梅田製材所、（有）大
沢木材工業、船屋木材
（株）、由井木材、（有）
尾谷林業、尾山製材（
株）、（株）米澤製材所
、（有）大政木材商店、
尾久木材工業（有）,

（有）呉羽木材、（株）藪
正木材）

下地・間柱・外壁

（ウッドリンク（株）、岸田
木材（株）、チューモク（
株）、野村木材（株））

スギ・カラマツＣＬＴ
（（株）中東）

③基本設計
段階から相談

④発注

⑥引渡

製
材
会
社
等
24
社

内
県
内
19
社

⑤納品

富山県森林政策課

とやま県産材
需給情報センター

富山県森林組合連合会（川上）
富山県素材生産組合（川上）
富山県木材組合連合会（川中）

富山県建築設計監理協同組合（川下）

企画者

市町村
民間事業者
（施主）
（設計者）
（施工者）

運営支援

相談・質疑

アドバイス

木材供給

富⼭県の事例
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⽤ 途︓⼯場事務所
構 造︓⽊造（地上２階）
竣⼯年⽉︓令和５年12⽉
延床⾯積︓６４３m2

県産材利⽤量︓構造材７４m3、内装材４１７m2

樹 種︓ヒノキ柱・⼟台、スギ梁桁、針葉樹床材
活⽤した補助︓やまなし県産材供給システム強化対策

事業費補助⾦（県単）

⼭梨県の事例

 ⺠間建築物等への県産⽊材の利⽤促進を図るため、県や林業・⽊材産業関係団体、建築設計・建設業者団体、商⼯関係団体で構成される
「Yamanashiウッド・チェンジ・ネットワーク」を令和元年に設⽴

 令和2年度から、⾮住宅建築物を計画する建築主を対象とした⽊造・⽊質化相談窓⼝を設置
 企業向けに普及啓発番組・冊⼦の作成、セミナー等を開催

木材調達体制の事例

建築主

木造・木質化
相談窓口

（ネットワーク）

②設計
発注

①基本設
計時から

相談・情
報提供

ヒノキ・スギ柱・土台
（南部町森林組合）

針葉樹合板床材・
内装材

（㈱キーテック
山梨工場）

横架材
（㈱中国木材）

④発注

⑥引渡

⑤納品

施工者③施工
発注

建築士

プレカット

①基本設計時から
相談・情報提供

支援のスキーム

Yamanashiウッド・チェンジ・
ネットワーク

（県、木材産業関係団体、施工者等）

企画者
（自治体、民間事業者）

技術者育成支援

アドバイス
技術者紹介

建築士・施工者

設計・施工提案

依頼・相談

木造・木質化
相談窓口

普及啓発

相談・質疑

建築実績

内装には構造材の現しや⽊製天井ルーバーを採⽤し、⽊の温かみを演出

外観 ホール オフィスルーム
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⽤ 途︓保育園
構 造︓⽊造（平屋）
竣⼯⽇︓令和２年３⽉
延床⾯積︓約875m2

⽊材利⽤量︓約146m3

樹 種︓⼟台、⼤引、
柱（ヒノキ）、梁、
間柱、⺟屋、垂⽊（スギ）

建築実績

 神⽯⾼原町⽴くるみ保育所の設計業務に当たり、町産材の活⽤に加え、町産材を使う仕組づくりが検討された。
 ひろしま⽊造建築協議会員であるNSP設計の柴⽥⽒は設計に当たり、①住宅⽤流通材を⽤いた経済的な設計②地元⼯務店が取り組めるよ

う、在来⼯法による⽊造設計③町産材を活⽤するために、⽴⽊の伐採〜乾燥に係る期間を踏まえた⽊材調達期間を設定し、⽊材の地産池
消及び地産地活を実現した。

内容項⽬
・町内はヒノキが⽐較的多いため、⼟台、⼤引、柱等にヒノキを活⽤した。
・コストを抑えるため、住宅⽤流通材を⽤いた設計とした。
・町産材の活⽤には当初予定した⼯期では⽊材調達期間が短かったため、設計者提案で⽊材調達期間分の⼯期を延⻑
した。

企画・設計

・町内の製材所で同業者組合を設⽴し、町産材で調達可能な⽊材や必要となる⽊材量の事前協議を実施した。
・施⼯者の⼊札条件に、当該同業者組合から⽊材調達することを記載した。
・神⽯郡⽊材同業組合が集材と製材を担当した。

集材・製材

・町内に対応できる乾燥施設がなかったため、距離の近い⼭下⽊材（岡⼭県）で乾燥させた。乾燥

・施⼯者により広島市内のプレカット⼯場で加⼯した。プレカット

・在来軸組⼯法とし、地元⼯務店が取り組めるようにした。施⼯

遊戯室︓7.1mのスパンはトラスで対応

外観︓⼤屋根が特徴的な外観

広島県の事例
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⽤ 途︓病院（医療事務所）
構 造︓⽊造（地上2階）
竣 ⼯︓令和５年１０⽉
延床⾯積︓382.4m2

⽊材利⽤量︓76m3

樹 種︓スギ（柱・梁・トラス）、ヒノキ（⼟台）
活⽤した補助︓無

建築実績

105角の住宅用流通木材と在来軸組プレカット製品で製作した平行弦トラス

 福岡県は、川上から川下までの県内関係者で構成する「福岡県⽊材利⽤促進協議会」における、⽊造ビルで使⽤する製材品の規格化や、
それを供給するための体制づくり、市場を開拓するための相談窓⼝の設置といった活動を⽀援

 (医)博愛会は、在宅医療センターの⽊造化にあたり当該⽀援スキームを活⽤し、⽊材コーディネーターのもと⽊材供給側との連絡・調整
を⾏い円滑に⽊材を調達

 今後も協議会において、案件相談〜⽊材供給までの相談窓⼝を⼀元化し、県内⽊材関係事業者の供給能⼒を⽣かした⽊造建築を実現

• 医療従事者のアメニティ充実
を図るため、癒しの環境となる
建物としたい

建築主の希望

支援のスキーム

福岡県
林業振興課

福岡県木材利用促進協議会（木材事業者・建築士・工務店）

企画者
（民間事業者）

木材コーディネーター紹介
木材調達等アドバイス

活動
支援

相談・質疑

木材調達体制の事例

木材調達の助言・関係者調整
（福岡県木材利用促進協議会)

木材生産
・加工

（㈱堤木材）建築主
（（医）博愛会

）

⑧競売

同社プレカット
〈在来軸組系〉

原木市場
（福岡県森連
浮羽事業所）

福岡県
の森林

県
内
に
既
成
し
た

木
材
供
給
体
制

同社製材

外観 内観

設計者
（㈲大野建築設計事務所）

木材コーディネーター
（㈱ｱｷﾔﾏｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ）

施工者
（神崎建設㈱）

⑦工事監理

③供給調整

⑥木材発注

⑨プレカット納
品

②業務依頼 ④設計支援

⑤工事発注

①設計委託

川中

川上 川下

連絡
調整

木材コーディネーター

(木材使用量)(原木使用量)

(伐採条件)

※( )は、協議会での共有事項

福岡県の事例
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⽤ 途︓認定こども園
構 造︓⽊造（地上２階）
竣⼯⽇︓令和６年２⽉
延床⾯積︓1,809m2

⽊材利⽤量︓240m3

樹 種︓ヒノキ(⼟台)､
スギ(柱､梁､間柱､垂⽊､根太等)

活⽤した補助︓学校施設環境改善交付⾦

建築実績

 令和4年に⽊造⽊質化に関する研修を修了した建築⼠や⽊材事業者などで構成される「さがの⽊の建築推進協議会」を設⽴し、建築物の
企画者（施主等）が⽊造化に取り組もうとする際の相談窓⼝として活動している。

 協議会会員がそれぞれに関わる物件において、協議会で習得した知識や会員間のつながりを活かし、建築物の⽊造・⽊質化に取り組んで
いる。

 今後も引き続き相談窓⼝として対応しつつ、企画者へのアプローチや会員相互の情報共有と連携に取り組んでいく。

支援のスキーム

佐賀県（林業課）
（協議会事務局）

さがの木の建築
推進協議会

（建築士、木材事業者、施工者）

建築主・施工者等
（民間事業者）

連携

相談・質疑

回答

アドバイス・技術者紹介

相談・質問

建築主・施工者等
（市町関係）

木材調達のスキーム

建
築
主

佐
賀
市 施工者

松尾･大洋
特定JV

③施工発注 ④部材の発注

⑩引渡

佐賀県内
木材市場

⑨部材納品

製
材
・
乾
燥

都
城
木
材
㈱

県：県産材
市：市産材
地：地域産材

①設計発注
設計

㈱三原建築
設計事務所

調達可能な木材について
打合せ・見積

②設計書納品
製
材

㈱
山
口
新
建
木
材
セ
ン
タ
ー

⑥製材品(県･市)の乾燥委託、乾燥材(地)の発注

⑧部材納品

プレカット

ﾗﾝﾊﾞｰ宮崎
共同組合

⑤素材(県･市)
調達

⑦乾燥材(県･
市･地)納品

佐賀県内
木材業者

⑥ﾌﾟﾚｶｯﾄ発注

⽊材の現しを意識した多⽬的ホール

相談窓⼝
PRパンフレット

佐賀県の事例
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